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熊本県天草家畜保健衛生所 

熊本県豚コレラ防疫演習の開催について 

 令和元年（２０１９年）１０月１１
日に阿蘇市で、令和元年度熊本県豚コ
レラ防疫演習が開催されました。 
 基調講演では、岐阜県農政部家畜防
疫対策課髙井課長による、「岐阜県に
おける豚コレラの防疫対応について」
講演があり、１～５例目発生時の対応
について、防疫作業時の反省点や課題
について等、貴重な講演がありました。 

 実地演習では、日齢の異なる豚の模
型を用いて、日齢や豚舎構造の違いに
応じた殺処分方法について演習を行い
ました。また、カゴ台車を用いた資材
の搬入方法や消毒ゲートによる消毒等、
過去の防疫対応から得られた、防疫作
業の改善策についても実演を行いまし
た。 

高病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間 

 台湾等の近隣諸国では、依然として高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）
の発生が続いています。また、渡り鳥の飛来シーズンが到来し、国内への
病原体侵入リスクが一層高まっています。そこで、熊本県では１１月１日
～翌年４月３０日を「高病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」と定
め、本病の発生予防及び早期発見に万全を期すため、防疫対策を強化して
おります。ウイルスを農場内に侵入させないために飼養衛生管理基準の遵
守を再徹底し、異常鶏の早期発見・早期通報に御協力をよろしくお願いし
ます。 

 

模型を用いた殺処分の演習 

消毒ゲートによる消毒方法の実演 



近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

 熊本県では、土砂災害や洪水などの災害のみならず、家畜伝染病発生
情報をも県民の皆さまの携帯電話やパソコンに配信する”熊本県防災情
報メールサービス”を実施しています。近頃、中国や韓国等の近隣諸国
で口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等の発生が確認されており、さら
に、中国、東南アジア諸国ではアフリカ豚コレラの感染が拡大しており、
国内への侵入が危惧されています。 

 このメールサービスにより、県民の皆さまが必要な防災情報や近隣諸
国での海外悪性伝染病の発生状況などを受信できるようになり、避難判
断の情報や農場の衛生管理の見直しなどに有効でありますので、是非多
くの皆さまの御登録をお願いします。 

毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 

通報 

１１月は畜産環境月間です！ 

 令和元年１０月からの消費税引き上げにより、株式会社熊本蛋白ミー
ル公社における死亡畜の化製処理料金が下表のとおり改定されました。
それに伴い死亡牛の適正処理費に係る補助金の単価が、１０月１日以降
の持込み分から、７，５００円（９３円増）となりました。 

 皆様方には、死亡牛の適正処理に御理解と御協力をよろしくお願いし
ます。 

 平成16年11月1日の｢家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関
する法律｣本格施行を機会に、熊本県では11月を畜産環境月間と定めて、
畜産環境保全に努めるように呼びかけています。 

畜産環境への苦情の半数以上は、 

悪臭発生によるものです。 

悪臭発生対策は以下のとおりです。 

 畜舎からのふん尿の早期搬出 

 畜舎内外の清掃 

 適正な堆肥化・浄化処理 

 圃場での散布後の速やかな耕起 
 

畜産業において、家畜排せつ物を適正に 
管理することは義務となっています。 
地域に理解される畜産経営を目指しましょう。 

 

 

   法に定める管理基準の適用を受ける飼養規模は次のとおりです。 

   牛、馬は１０頭以上、豚は１００頭以上、鶏は２，０００羽以上 

 これらに該当する方は、次の事項を遵守する必要があります。   
堆肥･尿処理施設の床を不浸透性材料（コンクリートやビニール等）で整備し、 

  堆肥施設等には適当な被覆や側壁等を設けること。 

堆肥化処理施設等の定期的な点検、補修、維持管理を行うこと。 

家畜排せつ物の発生量や処理について記録をつけること。   
 ※管理基準以下の経営においても適正に管理することが必要です 

病名 発生地（国） 畜種 発生年月日 

アフリカ 
豚コレラ 

中国２件) 豚 
令和元年(2019年)１０月１日 

 ～令和元年(2019年)１０月３０日 

韓国(５件) 豚 
 令和元年(2019年)１０月２日 
～令和元年(2019年)１０月９日 

 令和元年(2019年)１１月１日時点 


